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１．はじめに（COVID-19感染の現況）
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各国のCOVID-19感染状況と対策（移動制限）

国 名 初感染者 累計死者数
(8月末現在)

移動制限 備考

中 国 2019年末 0.5万人 1/23-4/8 地域封鎖（武漢）
日 本 1/16 0.1万人 4/16-5/14 全国行動制限要請
フランス 1/23 3万人 3/17-5/11 全国封鎖
イギリス 1/31 4万人 3/23-5/13 全国封鎖
ドイツ 1/27 0.9万人 3/22-5初 全国封鎖
米 国 1/21 18万人 3/19-5/9 地域封鎖（CA州）
ブラジル 2/26 12万人

出所：各種資料を基にIAPH作成

• 2020年1月にWHOが「国際的な緊急事態」を宣言した新型コ
ロナウイルス感染症（COVID-19）は、中国から欧米、更には
全世界へと感染が拡大。

• 各国は封鎖（移動制限）等の対策を講じるが、現在も多く
の死者が発生し、感染が継続している。
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COVID-19死者数(WHO分類地域別)

出所：WHO COVID-19 Dashboard

西太平洋（中国,日本）
1.4万人

欧州25万人

南北アメリカ60万人
南東アジア13万人

アフリカ2.8万人

50,000(人/週)

欧州封鎖

武漢封鎖 アメリカ（USA、ブラジル）で流行

インドで流行
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東地中海7万人



２．IAPH港湾経済指標調査、WMN
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IAPHワールド・マリタイム・ニュース（WMN）

• 世界の海事関係の主要なニュースをIAPH事務局が選択し、HPに掲載。隔週更新。
• IAPH日本語HPから翻訳、閲覧可能（英文サイトからも可）。
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IAPH港湾経済指標調査
(IAPH Port Economic Impact  Barometer Survey)

調査参加港湾の地理的分布状況

• 港湾の運用へのCOVID-19の影響を評価、周知するために開発
• 船舶の寄港､保管､流通、港湾従業者､内陸輸送への影響を監視
• ４－９月調査
• 世界各地の６０～１００港が調査に協力

https://www.iaphworldports.org/news/8382

欧州 ｱﾌﾘｶ中南米 北米 北アジア

南アジア、中東東南アジア、オセアニア
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３． 港湾への影響（全般）
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主要港湾別貨物量の変化（対前年同期比）

出所：各港等HP

• 2020/19対前年同期比。
• コンテナ、バルク：０～ー１５％、車両：ー１０～－４０％

港 名 国 名 等 対象月 コンテナ バルク 車両(ﾌｪﾘｰ)

アントワープ ベルギー １－６ ０．４ －４．９ －３７．３
ヘルシンキ フィンランド １－８ －５．９ －３３．４
ロッテルダム オランダ １－６ －３．３ －１２．０
バレンシア スペイン １－８ －７．４ －３５．２
テネリフェ スペイン １－７ －７．０ －３５．２
ロサンゼルス アメリカ １－８ －１１．６
モントリオール カナダ １－８ －１２．５ －１５．０
シンガポール シンガポール １－８ －１．５ －９．９
台湾（全国） 台 湾 １－８ －４．９ －３．０
中国（全国） 中 国 １－８ －２．５ ※２．２
東 京 日 本 １－６ －３．３ ※－８．８ －１１．９
横 浜 日 本 １－６ －１２．６ ※－１５．８

※：総貨物量 9



港湾従業者の不足（全業種）
• 港湾従業者の不足は、5月以降7月まで徐々に解消傾向にあったが、9月に再
度悪化

• 業種別では、ターミナル従業者、港湾管理者、トラック運転手の不足率が
高い。

• 港湾管理者は、テレワーク（在宅勤務、リモートオフィス）、ソーシャル
ディスタンシング等感染防止対策を徹底した結果、不足率が高めで推移。

ﾀｰﾐﾅﾙ 航行支援 保安庁 管理者 トラｯｸ

業種別港湾従業者不足割合

4/6 4/13 4/20 4/27 5/5       5/12      5/19      6/12      6/16     7/1         7/15      9/2
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出所：IAPH港湾経済指標調査



世界 欧州 北米 中南米

世界地域別従業者不足割合（ターミナル）

港湾作業員(ターミナル業務)

出所：IAPH港湾経済指標調査

地域別港湾従業者の不足（ターミナル）

• 地域別にみると、4，5月頃は欧州、それ以降は中南米が高めに
推移

4/6 4/13 4/20 4/27 5/5       5/12      5/19      6/12      6/16     7/1         7/15      9/2
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航行支援業務（水先人、タグ、綱取り）

出所：IAPH港湾経済指標調査

港湾従業者の不足(航行支援業務、保安庁業務)

• 航行支援業務及び保安庁業務は、充足率は比較的高い水準。
• 9月は他の業種と同様に不足が拡大。

保安庁業務

4/6 4/13  4/20 4/27     5/5     5/12     5/19     6/12     6/16     7/1     7/15     9/2

4/6 4/13  4/20 4/27     5/5     5/12     5/19     6/12     6/16    7/1    7/15    9/2

正常
ほぼ回復
やや回復

やや不足
不足

かなり不足

通常
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出所：IAPH港湾経済指標調査

地域別港湾従業者の不足（トラック）

• 4月から7月で徐々に解消してきたが、9月に不足傾向に転換した。
• 北米は殆ど充足していたが、9月に２割近くまで不足が拡大。
• 欧州は4月には2割程度で不足していたが、7月にほぼ解消し、9月に５％増加。
• 中南米は、2割程度の不足が継続。

世界地域別従業者不足割合（トラック）

世界 欧州 北米 中南米
4/6 4/13 4/20 4/27 5/5      5/12      5/19     6/12     6/16     7/1       7/15      9/2
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港の背後輸送への影響

出所：IAPH港湾経済指標調査

• トラック、鉄道とも当初2割程度の港湾で遅延が見られたが、徐々に解消
• トラックの遅延は、港湾背後で早期に解消するが、国境超えで緩やかに継続
• はしけは、1割弱の港湾で遅延が継続。欧州を中心に4月末に停止

4/6 4/13 4/20 4/27 5/5 5/12 5/19  6/12 6/16 7/1 7/15 9/24/6 4/13 4/20 4/27 5/5 5/12 5/19  6/12 6/16 7/1 7/15 9/2

4/6 4/13 4/20 4/27 5/5 5/12 5/19  6/12 6/16 7/1 7/15 9/2 4/6 4/13 4/20 4/27 5/5 5/12 5/19  6/12 6/16 7/1 7/15 9/2

トラック（港周辺）

トラック（国境通過）

バージ

鉄道
正常

ほぼなし
僅か(<6H)
(6H～24H)

運用停止
1日以上
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入港手続きの変化に伴う遅延

出所：IAPH港湾経済指標調査

コンテナ船 一般貨物船 旅客船 内水運はしけ

• 衛生検査、社会的距離確保の追加､港側のサービス変化等が発生
• 貨物船は、1割弱の港湾で遅延
• 旅客船は、半数～1/4欠航が継続

4/6 5/5 5/12 5/19    4/6  5/5  5/12 5/19  4/6  5/5  5/12 5/19      4/6  5/5  5/12 5/19

正常 なし 僅か 6-24H 1日以上 運航停止
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コンテナ船の寄港隻数

出所：IAPH港湾経済指標調査

• ５６％が前年程度まで回復、１６％は更に増加と回答。未回復は3割(9月上
旬)

• 半数近くの港湾で寄港減が認められたが、5月以降徐々に回復
• 地域別では、4，5月頃欧州で欠航が目立った

4/6 4/13 4/20 4/27 5/5  5/12 5/19 6/12 6/16 7/1 7/15 9/2

4/6 4/13 4/20 4/27 5/5  5/12  5/19 6/12 6/16  7/1 7/15  9/2
世界 欧州 北米 中南米

50%超増
25-50%増
5-25%増
変化なし
5-25%減

25-50%減
50%超減

寄港数が５％以上減少した港湾の割合（地域別）
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貯蔵施設の混雑状況（品目別）

出所：IAPH港湾経済指標調査

• 4月頃高い在庫水準だったが、徐々に解消。しかし再度9月に
一部在庫が増加。

4/6 4/13 4/20 4/27 5/5  5/12 5/19  6/12 6/16 7/1 7/15 9/2

4/6 4/13 4/20 4/27 5/5  5/12 5/19  6/12 6/16 7/1 7/15 9/2

4/6 4/13 4/20 4/27 5/5  5/12 5/19  6/12 6/16  7/1 7/15  9/2

4/6 4/13 4/20 4/27 5/5  5/12 5/19  6/12 6/16  7/1 7/15  9/2

消費財

食品、医療品

固体バルク

液体バルク 50%超増
25-50%増
5-25%増
変化なし
5-25%減

25-50%減
50%超減
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港湾への影響：コンテナの滞留、混雑
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コロナ流行→経済社会活動停滞→物流量減少
↓

欠航＋大型船の一括大量輸
送＆フィーダーサービス

↓
抜港先への転送待機
空コンの回送待機

↓
港のコロナ対策（社会距
離確保、追加手続、緊急
物資優先等）
による作業効率低下

↓
ロックダウン（荷受人、国
境通過、トラック停止）

↓ ↓
荷受港のコンテナターミナル、倉庫が大混雑
中継港、積出港に混雑が波及
空コンが荷送人に届かない



国際海上輸送の混乱に対するIAPHの対応

基幹産業である海上輸送を確保するための共同書簡(WMN:4/3)
• 国際海運会議所（ICS）および国際港湾協会（IAPH）は、世界的
なサプライチェーンをコロナウイルスの影響から保護する目的
で、G20サミットに先立ち共同書簡をG20首脳と国連機関宛に送
付し、港の就労者や船員の通行を阻害しないよう働きかけた。

• IAPHは、COVID-19危機対応に関するガイダンスを発行するとと
もに、情報共有を目的として会員港のCOVID-19関連施策を協会
HPで毎週取りまとめて発信するなど、関連する情報を会員をは
じめとする港湾関係者に提供。(4/16～)
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COVID-19に対する港湾の情報発信
COVID-19専用サイトの設置
• COVID-19による活動の停滞の中、港湾の運営状況を周知し、感染対策を徹
底するため、１／３の港湾管理者がHPに専用サイトを設置。

• 欧州、北米の港湾は半数の会員港が設置。

地域 専用有 会員数 割合％
アフリカ ５ ２１ １９
欧州 １８ ３４ ５３
北米 ４ ９ ４４
中南米 ３ ８ ３８
東・南アジア １１ ５７ １９
東南アジア・オセアニア ８ ２４ ３３
全世界 ４９ １５３ ３２

港湾管理者トップからの発信
• 医薬品、PPE（個人用防護具）等の背後輸送も
含めた国際海上輸送の安定確保に対する強い
決意を表明（LA港、WMN4/3）。 COVID-19専用サイトの例（バルセロナ港）

COVID-19専用サイトの設置割合（9月現在）

CEOの動画（LA港）
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製造拠点・消費地の再配置とコンテナ船の大型化

• 中国の人件費高騰、中米貿易紛争、新興国市場の拡大、チャイナ＋１戦略。
• サプライチェーンのジャストインタイムからリスク軽減へと哲学が変化
• アクセスが簡単で顧客に配送できる戦略的な場所に在庫保管が移動？
• 地域化されたサプライチェーンへの投資が更に進む。（？） (WMN:5/27)

COVID-19は世界貿易システムの断片化を加速(WMN:9/16)

• LNG液化天然ガスを動力源とする世界で最初の23,000 TEUコンテナ船CMA CGM 
JACQUES SAADEが就航 (WMN:9/22)

船社は基幹航路で欠航して運賃を維持しつつ、船舶を大型化
• THEアライアンスは、アジア-欧州航路でHapag-Lloydの15,000 TEUの11隻に代わり、

HMMの23,000 TEUの12隻を2020年の後半に投入。(WMN：1/23)

貿易構造の変化がアジア域内の船型拡大を後押し(WMN:9/16)
• アジア域内貿易は、パンデミックの影響を最初に受け、最初に回復。
• 中国からアジア諸国に製造がシフト
（ハイテク製品：台湾、韓国、日本、 労働集約型：ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ､ﾍﾞﾄﾅﾑ､ﾌｨﾘﾋﾟﾝ）

• 40億人以上が働き、消費するアジア域内は物流量を維持。
• アジア域内のフィーダーサービスで6,000 TEU船の投入。
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一方で
• 米国の対中国輸入が対前年比２５％増（9月）



港湾への影響１
１隻のコンテナ積降数の世界最高を記録ーロサンゼルス港ー

• 2020年6月12日in､19日out。APMターミナル Pier400
• MSC Isabella(船長400m,船幅61m, 23,656TEU)
• 積降数18,465個(34,263TEU)、Gクレーン9基を使用

出典:ロサンゼルス港ＨＰ 22



港湾への影響２

米中貿易戦争による米国西海岸の港のシェア損失(WMN:5/14)
• 米国と中国の貿易戦争により、米国の輸入業者は、東南アジアなど、大西洋
や湾岸の港湾がより効果的に競争できる場所での調達を増加。同時に、中国
での相互関税の増加に直面している米国の輸出業者は、中国以外の国での販
売を拡大。

• ヒューストンやサバンナなどは、力強い成長を背景に市場シェアを拡大し、
ロサンゼルス、ロングビーチ、および太平洋岸北西部の港は、市場シェアが
低下。

東南アジアの港湾で＄130億の投資が必要(WMN:6/25)
• 東南アジアのコンテナ港について、サプライチェーンシフトをサポートでき
るレベルにアップグレードするには、＄130億の投資が必要と推計。

船舶の大型化が港の効率化に圧力(WMN:6/25)
• 2019年、世界中の港に寄港するコンテナ船の平均容量、寄港ごとに積卸され
るコンテナの平均個数は、ほぼ全ての地域で増加。

• 同じサイズのコンテナ船の港湾滞在時間を比較すると、一寄港あたりの滞在
時間が2019年は0.3時間増加。

• 一寄港あたりの取扱個数の増加により、ヤードが狭隘化して作業効率が低下
か？
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出所：IAPH港湾経済指標調査

• COVID-19の蔓延によって、1/4のプロジェクトは大きな遅延又は計画の見直
しを余儀なくされている。

貿易とコンテナ港の拡張プロジェクトの縮小(WMN:8/20)
• コンテナ港湾の拡張プロジェクトは、COVID-19の発生により生じた取扱量の低下の結
果、今後5年間で少なくとも40％縮小すると予想。

• Drewry Shipping Consultantsは、コンテナターミナルの容量が年間平均2500万TEU増加
すると予測。これは、過去10年間に拡張された年間平均4,000万TEUの増加を「はるか
に下回る」もの。

港湾への影響３
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４． 港湾への影響（環 境）
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国、地域による環境規制の強化
ーEUは海上輸送も排出権取引の対象にー

カリフォルニア州大気委員会が外航船舶やトラックに新たな規制(WMN:9/6)
• California Air Resources Board（CARB）は、州の海事関係に所属しているトラックや外
航船からの大気汚染を減らす新しい規制を承認。

• カリフォルニアの港に入港するすべての船が、陸電またはCARB承認の制御技術を使
用して有害な大気汚染物質を削減する義務。新規制は2023年に開始。

EUは排出量取引システムに海運を含める(WMN:9/16)
• 欧州議会は、2030年にEU排出権取引システムに輸送を含めること、および5,000トン
以上の船に40％の炭素削減目標を課す提案に賛成の投票。

IEAが海上輸送はゼロエミッション輸送のために6兆ドル必要と推計(WMN:9/16)
• 国際エネルギー機関は、海上輸送の脱炭素化目標を達成するために、今後50年間で
さらに6兆ドルの投資が必要であると報告。輸送、航空、貨物を含む世界的な輸送イ
ンフラへの追加投資。

SMTBがポセイドン原則を承認(WMN:3/19)
• 三井住友信託銀行（SMTB）は、気候変動の目標に合わせて船舶ポートフォリオを調
整するポセイドン原則に参加するアジアで最初の船舶出資者になった。

• ポセイドン原則の署名者は、1500億ドル以上で、世界の海運金融の1/3超を占める。
• グリーンシップファイナンスは現在、市場の10％を占め、成長(WMN:9/6)
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船の新燃料採用

船舶燃料用メタノールの使用基準を策定(WMN:9/3)
• メタノール協会は、ロイド船級協会と協力して、メタ
ノール燃料補給を安全に行う目的で、燃料の取扱い
チェックリストを含むリファレンスを作成。

CMA CGM JACQUES SAADEが就航(WMN:9/22)
LNGが動力源の世界初の23,000 TEUコンテナ船

日本の海運コンソーシアムが2022年に電気タンカーを進水させる(WMN:5/27)
• 日本の主要企業7社からなるグループ「e5コンソーシアム」は、ゼロエミッション電
気船の開発と商品化を行い、2022年3月までに電気タンカーを稼働させる計画。

オスロ港で世界初の電動ごみ回収船が就航(オスロ港HP:9/1)

日本企業が共同で液化アンモニア船を開発(WMN:8/20)
• 日本郵船、ジャパンマリンユナイテッド、NKクラスは、液化アンモニア船の共同開
発に調印。

• 世界初のアンモニア浮体貯蔵施設と再ガス化はしけの
作成にも協力。
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港湾・船社の脱炭素化への取組

APMoller Foundationが新しいゼロカーボン燃料研究センター設立(WMN:7/8)
• 6月25日、マースクマッキニーゼロカーボンシッピングセンターを設立。
• 創設パートナーは、APMoller-Maersk、ABS、カーギル、MAN Energy Solutions、三菱重
工、NYK Lines、Siemens Energy。

CMA CGMが脱炭素連合を立ち上げ(WMN:7/8)
• CMA CGMはAmazon Webサービス、カルフールら10社と物流におけるエネルギー転換
の連合を形成。2030年までに「真の技術的ブレークスルー」を目標。

（一方では）
燃料価格下落による高額な運河通航の回避(WMN:4/30)
• CMA CGMは、低需要による経済的圧力に直面し、船舶の運用コストを軽減するために、
北ヨーロッパからアジアへの帰路にスエズ運河を経由せずに喜望峰を経由して、低価
格の燃料でより長いルートを使用するオプションを採用。

水素評議会に多くの海運関係者が参加(WMN:8/6)
• 水素評議会にCMA CGM、NYK、ロッテルダム港等複数の海事関係者が参加。

ドイツはコロナウイルス刺激策で環境に優しい輸送を追求(WMN:6/11)
• 輸送に10億ユーロ、水素製造に90億ユーロを国のコロナ基金から支出する意向。

海運業界の脱炭素化を港湾が支援(10/6)
• 船舶の代替燃料に対応する港湾間協力の覚書に国
土交通省、シンガポール港湾局（MPA）、ロッテ
ルダム港が署名。
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５． 港湾への影響（デジタル化）
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コンテナ貨物情報の迅速な活用
• 国際海上コンテナ輸送ネットワークの混乱

→コンテナの現況把握（地理的位置、通関状況等）
船、トラック、鉄道、各種手続きの再手配
関係者との情報共有

港湾での接触回避による感染リスク軽減
• 例：ゲートにおけるトラック運転手とターミナル従業
者との手続きの際の接触。

COVID-19流行化におけるデジタル化へのニーズ
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Digital Container Shipping Association（DCSA）
• コンテナ船社9社と連携したコンテナ輸送業界向けの追跡（T＆T）及びインターフェ
イスの標準規格を公表 (WMN:2/6)。サイバーセキュリティガイド公表(WMN:3/19)。

• DCSAは2030年までに電子船荷証券が50％導入されると40億ドル節約できると推定。

マースク、9月から手動変更手数料を徴収(WMN:8/6)
電話や電子メール等、マニュアルで変更する場合に手数料を徴取する（予約の修正：50
ドル、ドキュメントの修正：75ドル）。

MSCがオンライン貨物予約ツールを発表(WMN:7/8)
• Mediterranean Shipping Co.は7月1日、荷主とフォワーダーがオンラインで即時の見積
りと配送サービスを購入できるプラットフォームを発表。

DP WorldはTradeLensと端末を統合 (WMN:6/11)
• DP Worldは、AP Moller-MaerskとIBMが共同開発したブロックチェーンベースのコンテ
ナ物流プラットフォームであるTradeLensとの初期段階の統合完了を発表。

データネットワークで主要な港湾がCargoSmart、TradeLensとの連携を開始(WMN:8/6)
• 7月28日、シンガポール海事港湾局（MPA）、ロッテルダム港湾局、PSA International、
ソフトウェアプロバイダーのCargoSmart、TradeLensらが、港湾および海事サービスの
データ交換の共通のデータ標準とアプリケーション・プログラミング・インター
フェイス（API）仕様の採用に合意したと発表。

デジタル化に向けた取組
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